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開発機構 (JAXA) の陸域観測技術衛星 ｢ だいち ｣ による防災利用実証実験が行われており、
衛星地形図、ハザードマップの作成等の新たな利用技術が開発･検証され、防災活動に浸
透しつつある。また、我が国と同様に地震、台風等の被害を受けているアジア地域のた
めに、センチネル・アジアと言う枠組みで 2006 年 10 月から ｢ だいち ｣ の画像データ等
がインターネット経由で提供されている。多島国であることや道路網・通信網の整備状
況等のため、被害状況の把握が困難な場合もあり、地球観測衛星は有効な被害状況把握
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　第 3 期科学技術基本計画 (2006
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図表 1　次期地球観測衛星システムの基本方針

































































研 究 所 ｣（Centre for Research 
on Epidemiology of Disasters: 
CRED）が 運 営 し て い る 緊 急 災


























　なお、2007 年 6 月 19 日に閣
議決定された ｢ 経済財政改革の基
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Source: "EM-DAT : The OFDA/CRED International Disaster Database
www.em-dat.net - Université Catholique de Louvain - Brussels - Belgium"
Source: "EM-DAT : The OFDA/CRED International Disaster Database
www.em-dat.net - Université Catholique de Louvain - Brussels - Belgium"
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4  防災衛星システムの構築に向けた内外の動向 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　我が国では、陸域観測技術衛星
｢ だいち ｣ を用いた防災利用実証
実験が行われており、また超高速









(１）｢ だいち ｣ による防災利用
実証実験
　宇宙航空研究開発機構 (JAXA)
の陸域観測技術衛星 ｢ だいち ｣ は、
2 万 5000 分の 1 の地図の作成、
資源の探査等のほか、災害によ
る被害状況の把握を目的として、
2006 年 1 月 24 日に打ち上げら
れ、初期機能確認・初期校正検証












































で、｢ 衛星地形図 ｣ と呼ばれる地形
図情報を作成することができる 10)。
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｢ きずな ｣ は、直径 45cm の地上
局アンテナで送信速度約 1.5 ～




　｢ きずな ｣ は、9 本のビーム ( 北























Monitoring for Environment 
and Security) と呼ばれ、当面は、
陸域観測、海洋観測および緊急
















(FP7：2007 ～ 2013 年 ) で は、
宇宙分野に約 14.3 億ユーロの資
金が拠出され、その内約 85％の
12 億ユーロが GMES に充当され
る。この資金の内、約 7.8 億ユー
ロがセンチネル衛星の開発等のた
めに ESA に提供される 16)。また、
ESA の枠組みでは、2007 年 9 月、
センチネル衛星開発の次フェーズ
への移行が承認され、約 5 億ユー

















5  アジアにおける国際協力の動向 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　｢ だいち ｣ の観測データは、被
害状況把握のため、｢ センチネル・
アジア ( アジアの監視員 )｣ と言う
枠組みで、アジア地域諸国にも提
供されている。欧州宇宙機関等が


















ナダ宇宙庁が、2000 年 10 月に設
立した 22)。地球観測衛星を運用す
る宇宙機関が参加機関となる資格




































が、2005 年 10 月に開催された
第 12 回アジア太平洋地域宇宙機














　2006 年 10 月から運用を開始
しており、｢ だいち ｣ の画像デー
タおよび関連する地理情報がイ
ンターネット経由で提供されて
いる。2007 年 9 月の時点でアジ




































る ( 図表 9 )。
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図表 11　｢ だいち ｣ 緊急災害観測・災害情報の流れ

























































受 け て お り、2006 年 10 月 に
発表した宇宙白書 28、29) におい
て、地球観測衛星を防災にも活
用 す る こ と と し て い る。2007
年 に は 国 際 災 害 チ ャ ー タ ー に





す る た め、UN SPIDER(United 
Nations Platform for Space-
based Information for Disaster 
Management and Emergency 
Response) と言うプロジェクトを
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衛星 ｢ だいち ｣ および超高速イン








































ツのボンに UN SPIDER の事務
局が設置されることになってい
る。普及啓発活動の一環として、
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